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第２【事業の状況】 
 

心とするアジア市場での急速な需要回復を背景に高水準で推移しました。また、旺盛な需要を背景とした輸出

価格の上昇に加え、国内鋼材在庫が適正水準に回復してきたことにより、薄板を中心に市況改善の動きが定着

年度に比ぷ
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２．【生産、受注及び販売の状況】 
(1)生産実績 
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３．【対処すべき課題】 
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(2) 技術供与契約 

契約会社 相手会社 契約内容 契約期間 

(株)神戸製鋼所 

（当社） 

Ｆ．Ｌ．スミス 
（デンマーク、アメリカ） 

垂直型ローラーミルの製造
技術 

平成 5 年 4 月 4 日から 
平成17年4月4日まで 

(株)神戸製鋼所 

（当社） 
現代重工業(株)（韓国） 

流動床式都市ゴミ焼却紡技術 
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   ３）電力卸供給事業（ＩＰＰ事業）に関する契約 
    関西電力(株)との契約 
      ① 平成 9 年 1月、当社は関西電力(株)との間で、神戸製鉄所における石炭火力発電 70 万キロワットについ

て、電力卸供給に関する契約を締結し、平成 14 年 4 月に連 株)電力卸供 



事業競争力の強化に直結する製品開発及び生産技術の開発を行なうことにより、機能的な研究開発の役割分担
を行なっております。 

  当連結会計年度における当社グ∵除去を可能とする土壌改善鉄粉「エコメル」を商品化しました。また、当社溶接カンパニーでは、

動車分野への取り組みにも注力した研究開発を行なっております。また、製品開発と同様に、品質、生産性
向上のための高度な生産技術開発についても取組みを強化しております。当連結会計年度の主な研究開発成
果としては、レトルト対応ボトル缶用アルミニウム材の開発、潤滑性、導電性、放熱性等の高機能を有する
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